
返事がまだの方はご連絡をお願いします。
◇退会会員挨拶－関川豊実会員

　皆さん、こんにちは。今回は転勤な
いなと思っていましたら、急に転勤の
話が来ました。ロータリークラブには
初めて参加させていただき、最初は不
安でしたが皆さんにいろいろ教えてい
ただき役割を果たすことが出来たかな

と思っています。年上の先輩方と行動し考え方、対
処の仕方など大変勉強になり今後
の人生の参考にさせていただきま
す。次の転勤先は湊支店で那珂湊
です。皆様にはいろいろお世話に
なりありがとうございました。
◎会長エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ）報告

　会長エレクト　鈴村　正人
　3 月 17 日㈯、18 日㈰の 2 日間、郡
山市熱海町の「ホテル湯の華」で会長
エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ）が
開催され参加して参りました。このセ
ミナーは次期クラブ会長が 7月 1日の

就任に向けて準備することをねらいとしています。
ガバナーをはじめ地区役員、地区委員会委員長、ガ
バナー補佐（8分区）8名、各クラブ会長エレクト（66
クラブ）66 名、総勢 106 名の参加のもとで行われま
した。ガバナーエレクト平井義郎様から「国際ロー
タリークラブのテーマ」と第 2530 地区の「地区活動
方針と目標」が提示されました。引き続き、各委員
会から「委員会の方針と計画」の説明がありました。
分区ごとの分科会ではガバナー補佐と各クラブの会
長エレクトと懇談を行いました。7月 1日の就任に向
けて、この研修セミナーをもとに、当クラブの「活
動方針」を考えて参ります。
第 1セッション　　「ＲＩテーマと地区目標」
ＲＩのテーマ
　2018 － 19 年度、国際ロータリーの会長バリー・ラ
シン氏はバハマ国ニュープロビデンス島出身のロー
タリアンです。会長のテーマ「インスピレーション
になろう」とし、何か大きなことに挑戦しようとい
うインスピレーションをクラブやほかのロータリア
ンに与えて下さい。全てのロータリアン、全ての人々
に対し、自らの行動をもって、ロータリーについて「感
化」或いは「示唆」（それとなくほのめかす）しよう
と訴えています。

◎会長報告－佐藤政司会長
　皆さん、こんにちは。暑い日が続き観桜会の桜が
心配になって参りました。出欠を出していない会員
は出席でお願い致します。それから残念なお知らせ
ですが 4月から常陽銀行の関川支店長が転勤される
ことになりました。後任の方はいつからお見えにな
るかわかりませんが宜しくお願いします。今日は鈴
村会長エレクトがＰＥＴＳに出席致しましたのでそ
の報告をしていただくことになっています。暑くて
もすぐ寒くなったりしますのでお体にご自愛下さる
ようお願いします。
◎幹事報告－小熊　東幹事

・いわき平東ロータリークラブ 4月の
プログラム、ロータリアン誌、橋本
芳家様から希望の灯りの御礼状が届
いています。いわき平ロータリーク
ラブの週報、米山記念奨学会より文
書を只今回覧中ですのでご覧下さい。

・来週 4月 4日にいわき分区ガバナー補佐公式訪問の
予定でしたが都合が悪いということで 4月 25 日に
変更します。
◎各委員会報告
◇出席委員会－大平伸人小委員長
　本日の出席状況は下記の通りです。
◇スマイルボックス委員会－髙木孝道小委員長
・高梨沙羅選手 55 勝世界記録おめでとう。
髙萩、髙木、冨澤、鈴木（雅）、生駒、渡邉（貴）、清水、
赤津（善）、山下、渡邉（公）、久野、大平、今泉、
川口各会員及び佐藤政司会長、木幡副会長、鈴村会
長エレクト、小熊幹事、嵐副幹事
・本日転勤となりました。大変お世話になりありがと
うございました。　　　　　　　　　　　関川会員
・誕生祝ありがとうございました。　　　木幡副会長
・出席奨励賞ありがとうございました。荒川（義）会員
・前回のロータリー愛好会で優勝させていただきまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　富岡会員
・前回休んでごめんなさい。

生駒、高田、岩元各会員及び木幡副会長
・本日早退ごめんなさい。　富岡、鈴木（修）各会員
・しばらく休んでごめんなさい。　

髙瀬、佐藤智（のりこ）、佐藤（英）各会員
◇親睦活動委員会－荒川　清副委員長
　4 月 8 日㈰の観桜家族例会の出欠が今日締切りに
なっております。現在 37名の参加になっていますが
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出席状況 正会員数　　   56 名　　カード出席　  5 名　　本日出席会員数　38名
 本日の出席率　70.30％　　　修正出席率　79.60％
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ロータリーソング　奉仕の理想
－今月は水と衛生月間です－

4つのテスト
　　　橋本　慶紀　会員

  CLUB BULLETIN
　　　　いわき勿来ロータリー・クラブ

ロータリー :変化をもたらす

リーを少しでも理解している若者たちを支援し、
更なる大きな奉仕活動を体験してもらいましょう。

 4.　ＲＩ戦略計画と中核的価値観の理解と実践
　ロータリーのビジョン声明を実践しよう
　「私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、
そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生
むために、人びとと手を取り合って行動する世界
を目指します」

 5.　公共イメージの向上
　各クラブ及び地区委員会の情報を収集し、地区
Web サイト及びロータリーショーケースなどで公
共イメージを広めます。10月24日のロータリーデー
には「公共イメージの向上」へのアクションを起こす。
 6.　全クラブがロータリー賞に挑戦しよう
　今年度から会長賞から名前を変更し「ロータリー
賞」となった

 7.　研修制度の充実
地区内のＩＴ推進
次期幹事セミナー（分区単位）
次期ガバナー補佐研修

 8.　ロータリー財団への理解と活用
地区補助金の活用
グローバル補助金の活用
年次基金　　 1 人当たり 150 ドル
ポリオ撲滅に 1 人当たり 30 ドル
恒久基金（ベネファクター）各クラブ 1名以上

 9.　米山奨学金への協力
寄付金 1人当たり 15,000 円の支援
普通寄付金 1 人当たり  5,000 円
特別寄付金 1 人当たり 15,000 円
寄付金ゼロ（0）クラブを無くそう。
　クラブと米山奨学生との交流を図る。米山月間、
国際理解月間などで奨学生の卓話をお願いする。
米山奨学生と福島米山学友との交流。

10.　組織の変更
　国際ロータリーの推奨があり「地区運営委員会」
という委員会が新たに発足しています。
・地区規定・表彰検討チーム・地区運営検討チーム
「地区研修委員会」の内部が変わっています。
・公共イメージチーム　・ＩＴチーム
従来のクラブ奉仕委員会から移行、地区、クラブ全
体に関われる組織。「会員増強・拡大・ロータリー
情報委員会」

・会員増強・拡大委員会　・ロータリー情報委員会
クラブ奉仕委員会の名称を変更し、クラブ内でなく
もっと大きく、幅広く会員増強・拡大を図ろうとの
主旨だと言っていました。

「奉仕プロジェクトチーム」
・社会奉仕委員会・国際奉仕委員会・青少年交換委員会
　上記 3委員会が 1つのチームら統合されました。1
クラブの会員数 30 名以下、委員会の数を少なくし組
織の簡素化を図ることが目的と言っていました。
◎PETSに参加して　渡邉公平パストガバナー

　只今鈴村会長エレクトより PETS
報告がございました。PETS というの
は会長エレクト研修セミナーのことで
す。このセミナーに参加しなければ会
長職を許可されないというロータリー
のルールになっています。5 月 19 日

には地区研修協議会がございます。それぞれのクラ
ブの役員の方々に参加いただき RI 会長テーマ「イ
ンスピレーションになろう」の勉強をこれから皆で
テーマにしてロータリー活動を続けて行こうという
ことになります。地区内 66 クラブを俯瞰しますと 20
名以下のクラブが 14 クラブ存在します。少人数クラ
ブでは 2 ～ 3 回目会長就任者は少なくありません。
2025 年には第 1次団塊世代が後期高齢時代を迎えま
す。当クラブは、組織維持に当たり、新会員入会が
積極的に計られ固定概念にとらわれず「人と人の繋
がり」「好意と友情」に満ちたクラブであると誇りに
思っております。私的なことですが演壇に 22 年間花
を飾らせていただきましたが次年度からは川口会員
にバトンタッチすることになりました。テーブルの
花も人々の心を和ませます。22 年間ありがとうござ
いました。

国際ロータリーの目標
1.　「クラブのサポートと強化」
・現会員を維持する
・クラブの会員数を増やす
・新クラブを結成する
・女性会員、40 歳未満の会員、ローターアクトの数
を増やす

2.　「人道的奉仕の重点化と増加」
・ポリオ撲滅活動への現金寄付と地区からのＤＤＦ
寄贈を増やす

・ＤＤＦを利用した地元や海外での地区補助金なら
びにグローバル補助金を増やす

・インターアクトとローターアクトが地元のロータ
リークラブや地域社会と一緒に、奉仕プロジェク
トに参加する

・年次基金への寄付を増やし、2025 年までに 20 億
2500 万ドルの恒久基金を達成する

3.　「公共イメージと認知度の向上」
・ポリオ撲滅におけるロータリーとロータリアンの
役割の周知を図る

・ロータリーへの認識を高め、「世界を変える行動
人」キャンペーンを推進する

・ロータリーショーケースとアイデア応援サイトを
利用したり、クラブ史を記録することで、ロータ
リークラブのプロジェクトに対する認識を高める

国際ロータリー第 2530地区地区組織と運営
・地区組織について
　地区運営における様々な課題を検討し見直せる
ものは見直す。若い世代の活躍の機会を増やすため
に研修制度を充実し、正しいロータリーを理解して
頂く。公共イメージ、ＩＴは地区、クラブ全体に関
われるよう組織化

・地区運営委員会
　地区が今後どのようにあるべきかを模索し、中
期、長期にわたる戦略計画とビジョンを模索する

・地区研修委員会
　地区内のＩＴ推進　次期幹事セミナー（分区単位）
次期ガバナー補佐研修
ＲＬＩ（ロータリーリーダーシップ研究会）
国際ロータリー第 2530地区地区活動方針と目標
 1.　会員基盤の維持と強化
・現会員の脱退を防ぐ
・増強目標は会員 2名の純増
女性会員　純増 1名　　　40 歳未満　純増 1名

・ローターアクトの支援強化とローターアクトから
の入会者を増やす

 2.　ポリオ撲滅最終年度への強力な取り組みと支援
あと少し、本当にあと少しで撲滅が可能となりま
す。「歴史をつくるカウントダウン」を合言葉に、
世界からポリオが無くなる瞬間に私たちがその運
動に携わったという喜びを皆さんと分かち合いま
しょう。
 3.　奉仕活動の支援（社会奉仕・国際奉仕・青少年奉仕）
・社会奉仕活動
　地域社会奉仕活動はすべてのロータリアンが、
地域の人びとの暮らしを豊かにし、より良い社会
づくりに貢献することです。
　地域社会に貢献することによってロータリーが
認知され、その存在が評価されることになります。
　地域の為に「良いことをしよう」を合言葉とし
て行動しましょう。インターアクト、ローターア
クトと合同で地域社会の方と一緒に奉仕プロジェ
クトに参加するよう促進する。

・国際奉仕活動を活発にしよう
　姉妹クラブ、友好クラブと連携してグローバル
補助金の利用を検討各国からの支援要請など、協
力できる支援を見つけ行動しよう。

・青少年奉仕活動
　青少年奉仕は国際ロータリーの指定プログラム
です。青少年育成はロータリーの基本的理念です。
若い人材を将来の為に育てていく事がロータリー
の本来の活動です。ＩＡＣ・ＲＡＣ・ＲＹＬＡ、
青少年交換それぞれの活動を活発にしよう。イン
ターアクト、ローターアクトは私たちロータリア
ンの後継者です。奉仕活動に興味をもち、ロータ


